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有明海ってどんな海？

◎有明海の成り立ち
有明海は､長崎県､佐賀県､福岡県､熊本県の4県で囲まれた､面積1JOOkrn2

の内海で､大小100を超える河川が流入しています‘

有明海は､最大約6mにも達する日本一の干満差を有し､干潮時には全国の干潟

面積の約4割に当たる干潟が5～7km沖まで広がる平均水深20mの遠浅な海です

有明海沿岸一帯 ま､士地が低いため､海岸に築いた堤防で海水の浸入を防

いできました｡この海岸堤防の前面では､干潟が年々成長し背後地の排水が困

難になるため､干潟を干拓し､あわせて一体的に排水路や耕地整備をすることが
長年続けられ､現在の形となりました。

また､有明海には､多くの河川から運

ばれる栄養塩が流れ込み､日本一のノL

生産を誇っています。

さらに､有明海には､多種多様な魚介

類が数多く生息し､水産資源も豊富で
｢宝の海｣と呼ばれています。

有明海のプロフィーノ

(環境省有明海･八代海総合劉査評価委貝会資料よ，提供：鋒式会社パス
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干潮時 満潮時

水域面濯

容体濯

干潟面濯

1700km̂

34km

188km-

流域面積

平均水深

流域内人口

8420km

20n

約340万ノ



◎有明海を
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平安調の認線(函80D年頃）

喧塵諏代末鴫の海岸狸(西閣19α〕年珊

明治菊代の海洋鰹(西暦187.年頃）

現在の海岸線

います“

1約2万年前し
大陸とは､2万年前の更新世後期のウルム

氷期最盛期が最後の接続で､南北でつな

がる日本列島へは､マンモスなど多くの生き

物たちや古代人が往き来していました｡こ

の後､海水面が上昇し1万8千年前頃には

大陸と分離し今に至っています｡また

71000年前の有明海では､東名遺跡から発
掘された船のカイや網かご等､人の豊かな
営みがあったことが明らかになっています。

(年D
引き続く海面の上昇によって､現在につ

ながる有明海が縄文時代に造られてきま

した｡海水が入り始めるのは約1万年前G

考えられています。

江戸時代になると､地域の有力者に

よって新田開発や小刻みな開拓がくり

ひろげられ､明治時代以降大規模な開
拓により農地が造られてきました。

⑥



有明海ってすごいな！

◎有明海の干潟の役割

干潟は､河川の流れ込む

湾や河口域に砂や泥が堆積

してできた､干潮時に現れ､満

潮時に水没する平坦な士地

のことです。

何もなさそうな平地に見え

ますが､実はさまざまな重要な

機能を持っています。

渡り鳥の中継地

干潟には季節によってさまざまな水

烏たちが集まってきます｡特に､シキ

やチドリをはじめとする渡り鳥は､干

潟を中継地として利用しています。

干潟でカニやゴカイなどを食べてエ

ネルギーを補給して次の中継地に

旅立っていきます。

||ノクUjー『－ミノコシ

干潟は､都市化の進んだわが国で

は､身近に残された数少ない自然で

あり､人々の生活における憩いの場

として､潮干狩りはもちろんのこと

バードウォッチング･鹿島市ではガタ

リンピックなど様々な形で利用され

ています｡また､最近では､環境学習

の場としても注目されています。
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水質浄化
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干潟に生きる微生物やゴカイ､貝類などの底生

生物などは川から運ばれてきた有機物等を分解

する働きをしています｡また､干潟に生息するアゲ

マキ､ムツゴロウ､シオマネキ､ゴカイなどの縦穴

は干潟の中への酸素供給に役立っています。

生物の生産

干潟は､カニやゴカイなどをはじめ様々な生き物の

生息場所になっています｡ハゼなど多くの魚も､干

潟を稚魚期の生息場として利用します｡また､烏も

これらの生き物が沢山すんでいる干潟を餌場とし

て利用したり､休息場所として利用します。

漁業の場

ｱｻﾘ､モガイ､アゲマキなどの二枚貝やムツゴニ

ウなどの漁場として有効に利用されています｡三

た､ノリ養殖業､魚介類の産卵場などとしても重

要な場所になっています。
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◎有明海は貴重な生き物の宝庫

国内での記録が有明海だけに限られる

種を有明海特産種と呼び､有明海以外で

はごく限られた海域にしか生息しない種を

有明海準特産種と呼びます｡有明海特産

種が23種､準特産種は40種類以上が確認

されています｡我々になじみの深いムツゴ三

ｳ､ワラスボ､エツ､ハゼグチなどは特産種

に､シオマネキ､アゲマキ､ウミタケなどは準

特産種に入ります。

これほど大量の特産種､準特産種がいる

海は他にありません｡海水と淡水が混じり合

う汽水域にすむ生き物も含まれますが､多く

は泥干潟に住んでいるか､泥干潟の豊富な

生き物を餌にしている生き物たちです。

動

一堂

…

有明海だけにいる生き物23種

魚類力二類
･エツ・アリアケヤワラガニ

･アリアケヒメシラウオ・ハラグクレチコガニ

･アリアケシラウオ・ヒメモクズガニ

･ハゼクチ
二枚貝類･ムツゴロウ

･ワラスボ・シカメガ､キ
･ヤマノカミ 腕足類

腹足類・オオシヤミセンガイ

(海にすむｶﾀﾂﾑﾘ）カイアシ類2種
･ウミマイマイ

ｱズｷｶﾜゼﾝｼｮｳ議霧仲間)6種･ヤベガ､ワモチ

出典:有明海の生きものたち佐藤正典編
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カキ養殖のあゆみ！

◎佐賀県のカキ

有明海湾奥部は､カキ養殖に適した海域で､写真に示すようなスミノエガキや

シカメガキの養殖が行われていました｡この2種は表に示すように形状や生息分

布が異なっています。

スミノエガキ

言珍曇啄幾選‘‐

シカメガミ

◎佐賀県のカキの生産量
35,000

30,000

25,000

20,000

15,000

10,000

5,000

0

昭和20年後半から

30年前半にかけて異

常へい死や天災によ

り、牛産量が減少し、

現在ではその生産量

はほとんどありません雪

生
産
量
・
殻
付
き
重
量
（
ト
ン
）

T1T10S5S14523532541550559H5H17
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種名

(地方名＞

形状

大きさ

生息

分布域

稚 目
一～

付着層

スミノエガキ

(ｱﾘｱｹガｷ､ｾｯｶ､ﾋﾗガｷ

円形または楕円形

ふくらみ弱く、

表面なめらか

成長早く最大25crT

一般に河口零筋の仏

潮線に分布し､塩受
が低く無干出か､千

出時間短い底泥域

地盤高Om付近を

中心に付着

シカメガヨ

(シラヌイガギ

細長い単冊､涙滴形
表面は深い波状の
ひだ有上

小型

干潟やその周辺音’

適塩分範囲や分布

域は遥かに広し

地盤高1.5m付逆
から3mまで付這

■天然■養ツ

i-ﾛー面 ■．



◎佐賀県の過去のカキ養殖場とカキ礁の分布

カキ養殖が衰退したのち、カキ礁は残って昭和50年代前半の分布は

l,085haはあったようですが､カキ礁を除去したり､ナルトビエイに食べられた夢
して､現在少なくなっています｡その分布の状況は明らかではありません｡この

分布状況をこれから調べていきたいと考えています。

一一一－－－

’

一
・

二一一一・一一→－－■

○昭和20年代後半(山口正市氏撮影）○昭和20年代後半のカキ養殖場
（出典:佐賀県有明水産振興センター

力､き侃回

○昭和50年代前半のカキ礁の分布状況
（出典:佐賀県有明水産振興センター）

○平成20年撮影

（鹿島市地先の現在のカキ礁）
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有明海のｶｷ礁の役割って何？

◎カキ礁とは

、
。■

◎カキの体のしくみ

心臓

直腸一
貝柱

ブタ殻

(身殻）

カキ礁は、 ｢干潟や河口域に形成

された立体的に積み重なった妄

キの集合体｣でカキの幼生がカキ

の殻に付着して成長し繰り返さ

れることでできます、

昭和50年代前半､カキは有明海湾奥部の
海水(350,000万0を旧に約12%ろ過し､キレイにしていました
つまり､有明海湾奥部の海水全体がカキの体を通って、
8日間で浄化されていたことになります。
カキ礁面積:1,085haカキ貝量:655,340トンむき身量:65.534トン水温10C、
1時間生肉19あたり352,000L65,534×352,000L×24時間=55,363万トン
干出時間考慮:55,363万トン×17.5/24＝40,415万トン40,415万トン÷350,00万トン＝約12号"



◎カキ礁の役割

ニゴリは有明海の特徴です｡ニゴリがあると

小さな生物は大きな生物から見つかりません

ので､生き残ることができます｡また､泳ぐ力の

弱い稚魚はカキ礁の裏側に集まり､潮が引し

ても海水が残る｢潮溜まり｣は比較的安定し
た環境を保ちます。

海水中に懸濁した｢有機物｣を演しとって
食べ海水をろ過します｡無数のカキと二枚

貝などで構成されたカキ礁の浄化機能は

非常に大きく､植物プランクトンの異常発
生による赤潮なども防ぎます。

他の生き物にわけてあげるんだ。

0

カキはこしとったプランクトンなどを全て消

化するわけではなく､エラで選り分けて｢ギ

フン｣を排出します｡この｢ギフン｣は生物に
とって重要な栄養素として食物連鎖を支え
ています。

キ礁には、

くれるところがいっぱし
や魚がたまごを

蟻謹宏 一

稚魚は大きな魚から逃れるための｢避難場
としてカキ礁に逃げ込みます｡また､産卵のた

めに､魚や貝類も多く生息しています。

カキ礁の中には､多くの種類の生物(ゴカイ
貝類)がすんでいます。

②



他の貝もすごいよ！

◎カキ以外の貝も海水をろ過しキレイにします

海水や干潟には､珪藻などの植物プランクトン､付着藻類や微生物などがたくさんい

て､海水中の懸濁物として浮遊しています｡貝類は海水と一緒にこれら珪藻類や微生

物をエラでろ過して餌にしますので､貝類がいるとこれらは低いレベルで維持されます。

珪藻類などの植物プランクトンは魚類や貝類にとっては餌として非常に重要な生

物ですが､養殖ﾉﾘと同じように海水中の窒素やリンを栄養としているので､珪藻類か

低いレベルで保たれていることが､養殖ﾉﾘには適した環境となります｡このような貝類

とその他の生物とのバランスがうまく取れていることが有明海にとって大切なことです。

◎アサリによる海水ろ過実験

e
ー■

ｱｻﾘを珪藻の入った海水に入れると4時間後には

透明になってしまいます｡これが貝による浄化です。

二枚貝の体のしくみ ’

二枚貝は､入水管から海水を取り組んで､その海水中のプ

ランクトンや懸濁物等を食べて生活しています｡その結果､海

水がろ過されて透明な水になります。

二枚貝が取り入れる水の量は､アサリで1時間に約1～2

リットルとされています。

実験日 平成18年9月8日

収容アサ 10個体(40mmサイズ）

濁生# プランクトン(キートセラヌ

推量 8リットル

水温 25～27C

い－

マ

興卜台〆Fー’、画一日

－F－－ー～－

－ －9

マ

I】－－了=一三.一言一一囚

言一一画.』‐

昌一4泊q

[実験開始］

プランクトン数

53万細胞/ml

[2時間後］

プランクトン数

22万細胞'/ml

[4時間後］

プランクトン数

4千細胞/ml

<佐賀県玄海水産振興センター提供〉



◎そんな貝類が…SOS

有明海は産業上重要な貝類がたくさん生息しています｡皆さんが知っている

貝の代表はアサリです｡他にも有明海特産の貝類として､サルボウ(赤貝の缶詰

として売られています)､アゲマキ､タイラギなどです｡これらは図に示すように

1980年代(昭和55年～平成元年)にはたくさん漁獲されていました｡今では､漁

獲量は非常に少なくなっていますので1980年代に比べ有明海の海水をろ過す

る能力は格段に落ちていると考えられます。

貝類(アケマキ・タイラギ・アサリ)漁獲量の推移

［!］
3，500

－■｡■■毎一己＝■C年｡●●与今●毎｡‐●･旬中旬＝申●●●＝■＝

●中●｡■●中旬一

＝一画＝－可｡＝ローーーー毎一一一＝ ■一画ロー－中■●つ‐■･申句｡●

一口→も

｡‐｡②一■〃‐

一一タイラギ漁獲量[t]

__…………___…_→一アケ軍キ漁獲量[・

一アサリ漁獲量[‐

一ロー巳弓一吟一画一口

ー‐■－－画＝＝＝■■～■－－ー■■ 一ローーーーロ－－画一一一二一■ロー■由一＝＝＝一｡｡●｡。｡一参一一一今一口

｡‐‐ー‐‐いむ～一

3,000

2,500

2,000

1,500

1,000

500

：：＝：：雨~一弓言=醇丁時~画一稲＝=帝7雲琉=鋤亀同宿~･=胃衿S60S62H1

◎なぜ貝類が減ったの？◎どうしたら貝類は増えるの？

●底質の環境が悪化したからです。

●赤潮の発生が増えたからです。

●貧酸素水塊(酸素が少ない海水の
層)が発生するようになったからです。
●地球温暖化の影響で海水温度が

高くなり､貝類をエサとするナルトビ

エイが来るようになったからです。

海の底を耕したり(海底耕転)､砂

をまいたり(覆砂)して､貝がすむ底質
の環境をよくしています。

また､ナルトビエイの駆除にも取り

組んでいます｡(体重10kgのナルトビ
エイは1日に1～2kg貝を食べます｡）
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